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真夏に太鼓が
音頭が響き渡る

７月24・25日、豊浜地区で鯛まつりが行われ、各
地区で選ばれた子供が太鼓打ちを務め、暑さに負け
ず「太鼓打ち」を奉納していました。

平成22年

№812
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2H22.９.１

６月７日から７月16日まで募集しました南知多
町コミュニティバス愛称・車体ラッピングデザイ
ンにつきまして、町内外から380点もの応募をい
ただき、ありがとうございました。
厳正なる審査の結果、愛称については内海中学
校の堀田琴水さんの「海っ子バス」に決定しまし
た。これからみなさんに親しんでいただけるよう
に、よりよいバスを走らせていきたいと思います。

また、車体ラッピングデザインにつきまして、
小型バスは、内海在住の田中美奈子さんの作品に、
中型バスは、内海中学校の鈴木和也さんの作品に
決定しました。たいへん多くのみなさんに応募し
ていただきましたので、特別賞も各部門４点選出
しました。入賞者の方につきましてはご覧のとお
りです。バスラッピングのデザインについては、
町ホームページで公開していますのでご覧くださ
い。

コミュニティバス愛称最優秀賞

「海っ子バス」
堀 田 琴 水 （中１・内海）

車体ラッピング（小型バス）最優秀賞
田中美奈子　（一般・内海）

車体ラッピング（中型バス）最優秀賞
鈴 木 和 也　（中１・内海）

特　別　賞
コミュニティバス愛称の部

「みなみなバス」
原 田 真 奈　（小２・内海）

「みなみちゃん」
水棹ここな・直子（保育園・山海）

「みんなのバス」
杉 田 桃 花　（中３・内海）

橋 本 恵 太　（小５・大井）

「にこにこバス」
川 口 京 子　（小２・豊浜）

飯 田 梨 乃　（小６・豊浜）

橋本まなえ　（保育園・大井）

坂 口 瑛 亮　（保育園・日間賀島）

鈴 木 百 葉　（保育園・日間賀島）

車体ラッピング（小型バス）の部

中 村 み ゆ　（保育園・豊浜）

日比爽空子　（中１・内海）

大 岩 南 穂　（小６・内海）

高 吉 勇 光　（保育園・内海）

車体ラッピング（中型バス）の部

坂 口 綾 野　（中２・日間賀島）

酒 井 一　（一般・大井）

堀之内里保　（小４・豊丘）

大 岩 あ い　（保育園・内海）

みなさんが乗っていただきやすいように、300
円、160円という運賃にしました。町内区域と町
外区域の２つのゾーンに分け、町内はどこまで行
っても160円、町外（美浜町）までは300円です。
定期券も販売します。300円区間の通学定期は
１か月で10 ,800円になります。３か月、６か月定
期も販売します。

販売するところは、これまでの知多バスの定期
と同じところです。また、役場本庁でも販売しま
す。
みなさんに利用しやすく、親しんでいただける

よう、運賃はこれまでより安くし、病院などへも
行きやすくしました。
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3 H22.９.１

みなさんに「海っ子バス」を、よ
り理解していただくため、説明会を
開催します。広報だけではわかりに
くいこともあるかと思います。ぜひ、
説明会に参加していただき、ご質問
等をいただきたいと考えています。
日程は右記のとおりです。

内 海 地 区
９月20日（月）
午後７時から

町公民館内海分館
（内海サービスセンター）

豊 浜 地 区
９月18日（土）
午後７時から

総合体育館

師 崎 地 区
９月25日（土）
午後７時から

あいち知多農協
みさき支店

篠 島 地 区
９月17日（金）
午後７時から

篠島開発総合センター
（篠島サービスセンター）

日間賀島地区
９月21日（火）
午後７時から

日間賀島公民館
（日間賀島サービスセンター）

地　　区 日　　時場　　　　所

問　い　合　わ　せ　　　　　総　　　務　　　課　　( 内 線 ２ １ ５ )
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4H22.９.１

●
付
加
年
金
と
は

老
後
に
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
の
保
険
料
の

ほ
か
に
、
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し

て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
付
加
年
金

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
付
加
保
険
料
の
額
は
定
額

付
加
保
険
料
の
額
は
一
か
月
四
〇

〇
円
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
対
象
者
の
方
は
、

第
一
号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入

被
保
険
者
の
方
で
す
。
保
険
料
の
免

除
ま
た
は
保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受

け
て
い
る
方
や
国
民
年
金
基
金
の
加

入
員
の
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
付
加
年
金
額
は

付
加
年
金
額
の
計
算
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

年
金
額
＝
二
〇
〇
円
×
付
加
納
付

月
数
（
六
五
歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
す
る
場
合
）

な
お
、
こ
の
付
加
年
金
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
月
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金

を
六
五
歳
よ
り
前
に
繰
り
上
げ
受
給

ま
た
は
六
六
歳
以
後
に
繰
り
下
げ
受

給
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
付
加
年

金
額
も
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額
率
お

よ
び
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
ま
た
は

増
額
さ
れ
ま
す
。
付
加
保
険
料
の
納

付
手
続
き
は
、
住
民
課
の
窓
口
ま
た

は
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま

す
。

国

民

年

金

だ
よ
り

住

民

課
　(

内
線
１
１
８)

◆国民年金の保険料◆�

８月分　９月30日(木)まで

口座振替をご利用の方は、指定された金融機関
の口座から引き落としいたしますので預金残高の
確認をお願いします。

たよりにしてます　国民年金

町
で
は
、
今
年
度
も
国
民
健
康
保

険
に
加
入
の
皆
様
を
対
象
に
脳
ド
ッ

ク
を
行
い
ま
す
。
私
た
ち
の
か
ら
だ

は
、
年
齢
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
生
じ
て
き
ま
す
。
健
康
に
自
信

の
あ
る
方
も
と
き
に
は
「
か
ら
だ
」

の
点
検
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
者
（
次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
方
）

①
南
知
多
町
国
民
健
康
保
険
の
加
入

者
で
35
才
以
上
73
才
以
下
の
方
（
平

成
22
年
４
月
１
日
現
在
）

②
受
診
結
果
を
自
ら
の
健
康
管
理
デ

ー
タ
と
し
て
南
知
多
町
に
情
報
提
供

を
し
て
い
た
だ
け
る
方

な
お
、
資
格
証
明
書
お
よ
び
短
期

保
険
者
証
交
付
対
象
の
方
は
、
脳
ド

ッ
ク
の
受
診
対
象
外
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
定
員

１
５
０
人

●
個
人
負
担
金

１
人
　
４，

２
９
０
円

●
検
査
場
所

（
医
）
瑞
心
会
　
渡
辺
病
院
健
診
セ

ン
タ
ー

美
浜
町
大
字
野
間
字
上
川
田
45
の
２

q
８
７
‐
５
０
０
０（
代
）

●
実
施
期
間

平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23
年
２
月
末

日
（
日
曜
・
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年

始
を
除
く
）

●
申
込
受
付
期
間

平
成
22
年
９
月
24
日
〜
平
成
23
年
２

月
４
日
（
閉
庁
時
間
中
は
除
く
）

●
申
込
方
法

住
民
課
国
保
年
金
係
へ
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
に
よ
る
申

し
込
み
も
可
）

●
注
意
事
項

①
脳
ド
ッ
ク
は
定
員
に
な
り
し
だ
い

締
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
受
診
者
が
受
診
前
に
町
の
国
民
健

康
保
険
の
資
格
を
喪
失
し
た
場
合
、

町
か
ら
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
は
行
い
ま

せ
ん
。

国�

保�
ニ
ュ
ー
ス�

問
い
合
わ
せ

住
民
課
国
保
年
金
係

（
内
線
１
１
７
・
１
１
８
）

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
は
、
知
的
障
害

を
持
つ
人
達
（
以
下
利
用
者
）
が
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
で
、
地
域
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
生
き
て
い
く
力
を
つ
け

る
た
め
の
施
設
で
す
。

す
い
せ
ん
ひ
ろ
ば
で
は
、
利
用
者

と
一
緒
に
日
中
活
動
を
過
ご
す
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
心

の
豊
か
さ
が
失
わ
れ
、
人
間
関
係
が

希
薄
に
な
り
が
ち
な
今
と
い
う
時
代

に
、
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と

の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
学
生
以
上
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
　
容

・
利
用
者
と
一
緒
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

作
業
や
自
動
車
部
品
の
下
請
作
業

の
お
手
伝
い
な
ど

・
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
縫
製
品
の
生
産

補
助

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
お
手

伝
い

活
動
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
９
時
半
か
ら

15
時
ま
で
の
都
合
の
良
い
時
間
）

※
一
部
祝
日
に
開
所
し
ま
す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
す
い

せ
ん
ひ
ろ
ば
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
q
６
５
‐
１
９
２
５
）

担
当
　
長
田

22.09.1-812-CTP  10.8.24 4:59 PM  ページ 4



5 H22.９.１

22.09.1-812-CTP  10.8.24 4:59 PM  ページ 5



6H22.９.１

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が
ら
、

「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に

基
づ
き
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
人
た
ち
が

集
ま
る
、
市
町
村
の
消
防
機
関
の
一

つ
で
す
。

消
防
団
員
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
発

生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
、
地
震
や

風
水
害
と
い
っ
た
災
害
発
生
時
に
お

け
る
救
助
・
救
出
活
動
、
警
戒
巡
視
、

災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た

め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、
訓

練
の
ほ
か
、
年
末
夜
警
な
ど
の
特
別

警
戒
・
消
火
栓
の
取
り
扱
い
指
導
な

ど
に
従
事
し
、
地
域
に
お
け
る
消
防

力
・
防
災
力
の
向
上
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

団
員
の
増
加
等
、
消
防
団
を
取
り
巻

く
環
境
も
変
化
し
消
防
団
員
の
確
保

も
年
々
困
難
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
消
防
団
活
動
へ
の
絶
大
な
る
ご
理

解
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く

の
方
々
が
消
防
団
に
参
加
し
、
新
し

い
守
り
手
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
の
安
全
確
保

に
活
躍
し
て
い
る
消
防
団
員
の
火
災

現
場
で
の
消
火
技
術
の
向
上
と
志
気

の
高
揚
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

各
分
団
が
日
ご
ろ
鍛
え
た
消
防
ポ
ン

プ
操
法
技
術
の
速
さ
と
正
確
さ
を
競

い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
は
よ
り
実
践

に
即
し
た
水
出
し
操
法
で
行
わ
れ
ま

す
。

消防出初式

応急担架作成訓練

町
内
12
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
す

▲昨年の操法大会

解
雇
、
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、
い

じ
め
な
ど
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
愛
知
労
働

局
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

愛
知
労
働
局
で
は
、「
個
別
労
働

関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
き
、

■

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の
情

報
提
供
・
相
談

■

労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・
指
導

■

紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
は
、
愛
知
県
内
で
約

８
８，
０
０
０
人
の
方
が
相
談
さ
れ
、

約
830
人
の
方
が
「
助
言
・
指
導
」
や

「
あ
っ
せ
ん
」を
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
愛
知
労
働
局
企
画
室

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
q
０
５

２
‐
９
７
２
‐
０
２
６
６
）、

栄
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
q
０
５
２

‐
２
６
３
‐
３
８
０
１
）、

名
駅
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
q
０
５
２

‐
５
６
１
‐
５
６
０
１
）、
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
内
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
情
報
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.aich

i-
rodo.g

o.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課（
内
線
２
４
２
）
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５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
は
、
ハ

チ
が
活
発
に
活
動
す
る
季
節
で
す
。

町
内
で
は
主
に
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
や
ス

ズ
メ
バ
チ
、
ミ
ツ
バ
チ
な
ど
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。
特
に
ス
ズ
メ
バ
チ
に

刺
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
で
年

間
数
十
人
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ズ
メ
バ
チ
の
刺
症
被
害
は

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
発
生
し
、
特
に

働
き
蜂
の
数
が
増
え
る
９
月
か
ら
10

月
に
多
く
な
り
ま
す
。
環
境
課
で
は

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
家
の
軒
下
や

屋
根
裏
な
ど
に
巣
を
つ
く
る
ス
ズ
メ

バ
チ
や
ア
シ
ナ
ガ
バ
チ
駆
除
の
た
め

の
防
護
服
を
貸
出
し
て
い
ま
す
。

駆
除
の
方
法
に
つ
い
て

ハ
チ
の
駆
除
は
大
変
危
険
で
す
の

で
、
な
る
べ
く
専
門
業
者
に
駆
除
を

依
頼
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

自
分
で
駆
除
さ
れ
る
場
合
は
、
ハ
チ

の
行
動
が
比
較
的
お
と
な
し
く
な
る

日
没
後
に
お
こ
な
う
こ
と
、
必
ず
防

護
服
を
着
て
駆
除
す
る
こ
と
、
懐
中

電
灯
な
ど
で
照
ら
す
こ
と
は
ハ
チ
が

攻
撃
的
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
薬
剤
は
市
販
の
ハ

チ
用
殺
虫
剤
を
必
ず
使
用
し
、
巣
周

辺
の
ハ
チ
と
同
時
に
巣
の
入
り
口
に

向
け
て
た
っ
ぷ
り
と
散
布
し
ま
す
。

死
ん
だ
ハ
チ
も
反
射
的
に
毒
針
を
出

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
巣

内
の
幼
虫
や
ハ
チ
が
死
滅
し
た
後
に

腐
敗
し
て
悪
臭
を
放
つ
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
巣
の
撤
去
も
必
ず
実
施

し
て
く
だ
さ
い
。

防
護
服
の
貸
出
条
件
に
つ
い
て

①
害
虫
駆
除
業
者
で
な
い
南
知
多
町

民
で
あ
る
こ
と
。

②
殺
虫
剤
を
自
己
負
担
で
購
入
で
き

る
方
。

③
自
己
の
責
任
に
お
い
て
貸
出
を
希

望
す
る
方
。

貸
出
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
で

確
認
の
上
、
印
鑑（
認
印
可
）を
持
参

し
て
環
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
消
防
署
で
は
、
９
月
９
日
、「
救

急
の
日
」
に
「
救
急
フ
ェ
ア
」
を
行

い
ま
す
。

場
　
所

美
浜
町
大
字
古
布

「
フ
ィ
ー
ル
　
美
浜
店
」

内
　
容

心
肺
蘇
生
法
お
よ
び
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
り
扱
い

時
　
間

午
後
３
時
〜
５
時
ま
で

是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

7 H22.９.１

９
（
き
ゅ
う
）
と

９
（
き
ゅ
う
）

で
「
き
ゅ
う
き
ゅ
う
の
日
」、
す
な

わ
ち
「
救
急
の
日
」
で
す
。「
救
急

の
日
」
は
、
救
急
業
務
お
よ
び
救
急

医
療
に
対
し
て
み
な
さ
ま
の
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

救
急
医
療
関
係
者
の
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
57
年
に
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
、
当
消
防
署
の
救
急

出
場
状
況
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
救

急
車
の
適
正
利
用
に
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
21
年
中
の
救
急
件
数
は
１
７

１
４
件
で
し
た
。
搬
送
人
員
は
１
６

５
４
人
で
、
そ
の
う
ち
入
院
を
必
要

と
し
な
い
軽
症
患
者
は
７
６
３
人

で
、
全
体
の
46
・
１
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
当
に
救
急

車
を
必
要
と
す
る
方
へ
の
対
応
が
遅

れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る
人
が
救
急
車
を
待

っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
の
適
正
な
利

用
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
？

比
較
的
症
状
が
軽
く
、「
ど
こ

の
病
院
に
行
け
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
場
合
は
、
消
防

署
で
は
病
院
の
照
会
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

定
期
的
な
通
院
な
ど
で
、
タ
ク

シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
呼
ぶ
こ

と
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
以
外
に
手
段
が
な
く
、

緊
急
に
病
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
、
迷
わ
ず
救
急
車

を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

知

多

南

部

消

防

署

q

６
４
‐
０
１
１
９

み
な
さ
ん
は
９
月
９
日
が

何
の
日
か
ご
存
知
で
す
か
？

環

境

課
（
内
線
１
３
１
）
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体
力
に
自
信
の
あ
る
方
も
、
運
動

不
足
だ
な
と
思
っ
て
い
る
方
も
、

こ
の
機
会
に
自
分
の
体
力
を
調
べ
て

み
ま
せ
ん
か
。
日
頃
の
運
動
の
成
果

に
、
今
後
の
体
力
づ
く
り
の
参
考
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

・
10
月
７
日（
木
）

篠
島
小
学
校
体
育
館

・
10
月
13
日（
水
）

日
間
賀
小
学
校
体
育
館

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

参
加
費

無
料

定
　
員

30
名

対
象
者

一
般
成
人

テ
ス
ト
種
目

握
力
、
上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、
急
歩
、
立
ち
幅
と
び

用
意
す
る
も
の

運
動
の
で
き
る
服
装
・
室
内
用
シ
ュ

ー
ズ
・
タ
オ
ル

申
し
込
み

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

ビ
ニ
ー
ル
製
の
大
き
な
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
で
プ

レ
ー
す
る
ミ
ニ
テ
ニ
ス
は
、
誰
で
も

気
軽
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

家
族
や
仲
間
で
ペ
ア
を
組
ん
で
大

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

９
月
20
日（
祝
）
午
前
８
時
半
〜

会
　
場

町
総
合
体
育
館

参
加
費

無
料

対
象
者

町
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
者
で
小
学
校
４
年
生
以
上
の
も
の

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ス
個
人
戦

競
技
種
目

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
（
小
学
生
と
保
護

者
の
ペ
ア
ま
た
は
小
学
生
と
小
・
中

・
高
校
生
の
ペ
ア
）

男
子
の
部
（
中
学
生
以
上
の
男
性
２

人
の
ペ
ア
ま
た
は
中
学
生
以
上
の
男

性
と
女
性
の
ペ
ア
）

女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
の
女
性
２

人
の
ペ
ア
）

用
意
す
る
も
の

運
動
の
で
き
る
服

装
・
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
・
タ
オ
ル

申
し
込
み

９
月
７
日（
火
）ま
で
に

社
会
教
育
課
（
町
総
合
体
育
館
内
）

q
６
５
‐
２
８
８
０

指
定
日

平
成
22
年
７
月
21
日

名
　
称

岡
部
区
山
車
、
か
ら
く
り

人
形

種
　
別

有
形
文
化
財
（
有
形
民
俗
）

「
岡
部
区
山
車
」
は
、
高
さ
約
4.5

ｍ
、
幅
約
1.5
ｍ
の
知
多
型
の
山
車
で

す
。
山
車
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る

彫
刻
に
は
、「
重
富
」の
刻
銘
が
あ
り
、

上
野
間
の
中
野
甚
右
衛
門
重
富
に
よ

り
彫
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

上
野
間
か
ら
買
っ
て
き
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
重
富
の
子

孫
か
ら
美
浜
町
教
育
委
員
会
に
寄
贈

さ
れ
た
古
文
書
の
中
に
、
岡
部
区
の

山
車
彫
刻
の
下
絵
と
山
車
新
造
に
関

す
る
史
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
江
戸

末
期
の
嘉
永
元
年
（
１
８
４
８
）
頃

に
新
造
さ
れ
た
も
の
と
わ
か
り
ま
し

た
。「

か
ら
く
り
人
形
」
は
、
梅
の
木

の
上
で
倒
立
す
る
唐
子
と
蓮
台
を
回

す
唐
子
の
２
体
で
、
い
ず
れ
も
高
さ

約
50
㎝
で
す
。
作
者
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
山
車
建
造
と
同
時
期

に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
年
４
月
第
１
日
曜
日
に
行
わ
れ

る
内
海
地
区
の
祭
礼
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ

さ
い
。

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
南
知
多
町

内
の
指
定
文
化
財
は
、
国
指
定
３
件
、

県
指
定
４
件
、
町
指
定
26
件
と
な
り

ま
し
た
。

社
会
教
育
課
q
６
５
‐
２
８
８
０

日
　
時

11
月
７
日（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜

場
　
所

愛
・
地
球
博
記
念
公
園

（
長
久
手
町
）
大
芝
生
広
場

主
　
催

愛
知
県
、
あ
い
ち
防
災
協

働
社
会
推
進
協
議
会

入
場
無
料
（
事
前
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

愛
知
県
防
災
局
防
災
危
機
管
理
課

q
０
５
２
‐
９
５
４
‐
６
１
９
１
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交
通
事
故
防
止
の
た
め
、夜
間
・

薄
暮
時
の
外
出
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

配
布
場
所

役
場
総
務
課
・
町
総
合
体
育
館
・
各

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

な
く
な
り
次
第
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
消
防
交
通
係（
内
線
２
１
６
）

●
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す

●
お
や
す
み
な
さ
い

●
こ
ん
に
ち
は

●
こ
ん
ば
ん
は

●
い
っ
て
き
ま
す

●
お
か
え
り
な
さ
い

●
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
す
み
ま
せ
ん

あ
い
さ
つ
は
、
人
の
心
を
な
ご
や

か
に
し
円
滑
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
、

「
う
る
お
い
の
あ
る
明
る
い
家
庭
・

地
域
・
ま
ち
づ
く
り
」
に
大
き
く
役

立
つ
も
の
で
す
。

あ
い
さ
つ
は
、
上
に
か
い
て
あ
る

も
の
の
ほ
か
に
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

気
軽
に
声
を
掛
け
合
う
の
も
あ
い
さ

つ
で
す
。
大
き
な
声
で
は
っ
き
り
と

あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
ょ
う
。

青
少
年
の
健
全
育
成
と
心
の
か
よ

う
「
家
庭
・
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
こ
の

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

社
会
教
育
課

q
６
５
‐
２
８
８
０

虐
待
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配

ご
と
な
ど
電
話
に
よ
る
相
談
に
応
じ

ま
す
。

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気

軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
６
日（
月
）か
ら
９
月
12

日（
日
）ま
で

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
ま
で

た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

相
談
専
用
電
話
　
q
０
５
２
‐
９
５

２
‐
８
２
０
０
（
相
談
専
用
）

問
い
合
わ
せ

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部
　

q
０
５
２
‐
９
５
２
‐
８
１
１
１

（
内
線
１
４
７
０
）

☆★
「
警
察
安
全
相
談
」
っ
て
な
に
？
　

犯
罪
等
に
よ
る
被
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
の
相
談
や
、県
民
の
方
々

の
生
活
の
安
全
と
平
穏
に
係
る
相
談

を
い
い
ま
す
。

☆★
窓
口
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

愛
知
県
警
察
で
は
、
警
察
安
全
相

談
窓
口
と
し
て
警
察
本
部
お
よ
び
全

警
察
署
に
「
住
民
コ
ー
ナ
ー
」
を
設

け
、
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

★
「
警
察
相
談
の
日
」
っ
て
な
に
？

全
国
共
通
の
相
談
専
用
電
話
番
号

「
＃
９
１
１
０
」（
シ
ャ
ー
プ
　
き
ゅ

う
　
い
ち
　
い
ち
　
ま
る
）
に
ち
な

ん
で
、
毎
年
９
月
11
日
を
「
警
察
相

談
の
日
」
と
定
め
、
警
察
安
全
相
談

の
利
用
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

★
「
＃
９
１
１
０
」
の
か
け
方
は
？

ご
家
庭
の
電
話
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
み
）
や
公
衆
電
話
、
携
帯
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
「
１
１
０
番
」
の
前
に

「
＃
９
」
を
プ
ッ
シ
ュ
す
れ
ば
、
愛

知
県
警
察
本
部
の
住
民
コ
ー
ナ
ー

（
た
だ
し
、
愛
知
県
内
で
発
信
の
場

合
）
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
り
ま

す
。な

お
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
お
よ
び
一

部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
「
＃
９
１
１

０
」
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
そ
の
場

合
、「（
０
５
２
）
９
５
３
‐
９
１
１

０
」
ま
で
お
か
け
く
だ
さ
い
。

★
「
＃
９
１
１
０
」
は
、
い
つ
か
け

て
も
い
い
の
？

開
設
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。）

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で

す
。

半
田
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

半

田

警

察

署

q
０
５
６
９
‐
２
１
‐
０
１
１
０
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まちの話題をお知らせください。　企画情報課　広報担当まで�

和っしょい♪輪っしょい♪
おまつり笑っしょい♪

８月１日、高齢者福祉施設「大地の丘」で、
利用者と家族、地域の方の交流を目的に夏ま
つりが行われました。
参加者は、ボランティアや職員らが設置し

た金魚すくいや焼きそばなどの屋台を楽しみ
ました。また、会場のあちらこちらで行われ
たフラダンスや和太鼓、ジャズなどの演奏を
聞いたり見たりして楽しみ、やぐらの周りで
は盆踊りが行われ、夏の楽しい思い出作りを
していました。

来たれ花嫁
豊浜の春再び

８月14・15日、豊浜漁港等で豊浜の青年漁
業者と独身女性の交流会が行われました。
会は豊浜漁協青年部主催で、青年漁業者の
花嫁対策にと企画され、男女合わせて40名余
りが参加。14日はバーベキューや懇親会、15
日は漁船クルージングなどが行われ、参加者
はいい人を見つけようと親睦を深め、参加し
た女性が漁船の操舵室を見学したりもしてい
ました。たくさんのカップルが誕生するとい
いですね。

10H22.９.１

高齢者の交通事故を
なくそう！

７月15日、豊浜地区老人クラブが半田警察
署から交通安全モデル老人クラブの委嘱を受
け、豊浜信号交差点で街頭啓発を行いました。
啓発には老人クラブ会員や交通安全推進委

員、半田警察署員ら60名が参加。安全運転を
呼び掛けるのぼり旗やサインパネルを手に、
チラシ等を配布し、交通安全を呼び掛けまし
た。

おいしいうどんになーれ

８月７日、山海公民館で親子うどん打ち体
験教室が行われました。
教室には親子４組９人が参加。野口正義さ
んを講師に迎え、子供らが一生懸命小麦粉を
こね、足で踏んでコシを出していました。最
後にみんなで試食し、「おいしい」と手作りの
うどんに舌鼓を打っていました。
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No.232

森　田　博　文

知多半島南部の磯には、下の写真のようなものが当
たり前のように見られます。直径２～ 3 . 5㎝のものが
多く、小さなおまんじゅうのような形で、表面には、
砂粒や貝殻のかけらがたくさんくっついています。
目立たないので、その存在すら気づかない人が多く、

たとえ気づいても、注意深く観察しようする人は、め
ったにいません。まずは、岩の割れ目、くぼみ、浅い
皿のような潮だまりの底などじっくり見てください。

ヨロイイソギンチャク　大井・片名の境界聖崎
ひじりざき

の磯

潮が満ちて来て、この「砂粒・貝殻片ミニまんじゅ
う」を海水が浸すと、花が咲いたように沢山の触手

しょくしゅ

を
広げてゆらめかせます。正体はイソギンチャクでした。
体の表面に砂粒や貝殻のかけらをまとった様子が鎧

よろい

のようであるところから、ヨロイイソギンチャクと呼
ばれています。ただ、鎧のように外敵から身を守ると
いうより、外敵に見つかりにくくするカムフラージュ
のように思われます。

水中で触手を広げたヨロイイソギンチャク　聖崎の磯

触手が地味な褐色
かっしょく

をしているのは、褐虫
かっちゅう

藻類
そうるい

と共生
きょうせい

しているからです。ヨロイイソギンチャクはこの藻類
の光合成

こうごうせい

の産物を栄養とすることもできるそうです。
ヨロイイソギンチャクの広げた触手の真ん中に、「し

らす干し」を数尾
ひき

落してみたところ、触手が素
す

早
ばや

く動
いてあっという間に体内に取り込んでしまいました。
やはり主食は小さな魚や水中の小動物のようです。

砂粒や貝
かい

殻
がら

片
へん

で身を固め
━━ ヨロイイソギンチャク ━━

このたび、愛知県では浄化槽の維持管
理に関する調査を行うこととなりました。
調査の対象となった地域では、県が委

託した業者である日本上下水道設計㈱名
古屋総合事務所の調査員がご家庭を訪問
し、浄化槽の設置や維持管理の状況等を
お伺いいたしますので、お忙しいところ
恐縮ですがご協力をお願いします。
なお、調査期間は平成22年９月～平成
23年２月です。また、調査員は県の調査
であることが分かる腕章等を着けていま
す。ご不明な点がありましたら、愛知県
環境部水地盤環境課（q052 -954 -6218）
もしくは日本上下水道設計㈱（q052 -
217 -8612）までご連絡ください。

11 H22.９.１

安全安心のために

― 南知多町へＡＥＤを寄贈 ―

半田法人会から社会貢献として、自
動体外式除細動器（ＡＥＤ）２台を本
町に寄贈いただきました。
８月10日、石黒兼幸南知多支部長ら
が役場を訪れ、「子供らの安全のため
に」と町長に手渡しました。町では、
内海保育所と運動公園に設置し、万一
の事態に備えます。ありがとうござい
ました。
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12H22.９.１

10
月
１
日
か
ら
18
歳
未
満
の
子
ど

も
の
い
る
家
庭
や
妊
娠
中
の
方
を
対

象
に
地
域
社
会
全
体
で
家
庭
を
支
え

る
「
子
育
て
家
庭
優
待
事
業
」
を
開

始
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
県
と
の

協
働
事
業
で
県
内
の
協
賛
店
舗
「
は

ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ
」
で
、
町
が

配
布
す
る
優
待
カ
ー
ド
「
は
ぐ
み
ん

カ
ー
ド
」
を
提
示
す
る
と
協
賛
店
舗

が
独
自
に
設
定
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
特

典
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

●
カ
ー
ド
の
配
布
対
象
者

町
内
在
住
で
18
歳
未
満
の
子
ど
も

（
18
歳
に
到
達
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
有
効
）
と
妊
娠
中
の
方

●
カ
ー
ド
の
配
布
方
法

・
町
内
の
保
育
所（
園
）、
小
中
学
校

に
通
う
児
童
・
生
徒
は
、
各
所
（
園
）

や
各
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

・
妊
娠
中
の
方
は
、
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し

ま
す
。

・
右
記
以
外
の
方
は
、９
月
１
日（
水
）

か
ら
役
場
福
祉
課
窓
口
、
お
よ
び
各

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
・
祝

祭
日
を
除
く
開
庁
時
間
内
）
で
配
布

し
ま
す
。

受
け
取
り
の
際
に
は
、
対
象
者
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
（
健
康
保

険
証
、
生
徒
手
帳
、
母
子
健
康
手
帳
、

子
ど
も
医
療
受
給
者
証
な
ど
）
を
必

ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
協
賛
店
舗

協
賛
店
舗
に
は
「
は
ぐ
み
ん
優

待
シ
ョ
ッ
プ
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
が

店
頭
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。
な
お
町

で
は
、
子
育
て
家
庭
に
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
協
賛
店

舗
を
７
月
よ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
協
賛
店
舗
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ

申
込
書
（
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
役
場
福
祉
課
児
童

係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

「
毎
月
19
日
は

子
育
て
応
援
の
日

（
は
ぐ
み
ん
デ
ー
）」

問
い
合
わ
せ

福

祉

課
（
内
線
１
２
４
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

知
多
地
域
の
20
歳
代
を
中
心
と
し

た
青
年
農
業
者
の
集
ま
り
で
あ
る
知

多
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
で
は
、

農
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
女
性
と
の
交

流
会
と
し
て
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
農
業

ク
イ
ズ
等
の
ゲ
ー
ム
を
企
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時

10
月
９
日（
土
）

午
前
11

時
〜
午
後
４
時
30
分

場
　
所

ジ
ョ
イ
フ
ル
フ
ァ
ー
ム
鵜

の
池
（
美
浜
町
）（
名
鉄
上
野
間
駅
か

ら
送
迎
あ
り
）

内
　
容

知
多
牛
な
ど
の
地
元
産
物

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ク
ラ
ブ
員
が
生

産
し
た
農
畜
産
物
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム

や
農
業
ク
イ
ズ
な
ど
。

参
加
費

２，

０
０
０
円

参
加
資
格

18
〜
32
歳
位
の
独
身
女

性定
　
員

20
名
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

申
込
期
限

10
月
１
日
（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

愛
知
県
知
多
農
林
水
産
事
務
所
農
業

改
良
普
及
課
（
q
２
１
‐
８
１
１
１

内
線
２
８
２
）

日
本
福
祉
大
学
学
長
を
は
じ
め
多

彩
な
講
師
陣
が
、「
い
の
ち
」「
く
ら

し
」「
い
き
が
い
」
を
テ
ー
マ
に
オ

ム
ニ
バ
ス
形
式
で
講
義
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
18
日
〜
１
月
８
日
ま
で

の
土
曜
日
　
各
回
11
時
〜
12
時
30
分

（
全
16
回
）

場
所

日
本
福
祉
大
学
美
浜
キ
ャ
ン

パ
ス
410
教
室
　

題
名

「
学
長
講
義
―
新
ふ
く
し
特

別
講
義
・
特
講
ワ
ー
ク
―
」

講
師

日
本
福
祉
大
学
　
加
藤
幸
雄

学
長
始
め
14
名

詳
細
は
日
本
福
祉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

http://w
w
w
.netnfu.ne.jp/lec/

2010 /m
iham

a/index.htm
l

対
象

ど
な
た
で
も

受
講
料

無
料

参
加
申
込

電
話
、
メ
ー
ル
等
で
日

本
福
祉
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

q
２
０
‐
０
１
２
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
０
‐
０
１
３
５

メ
ー
ルlec@

m
l.n-fukushi.ac.jp
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13 H22.９.１

知多一市五町高齢者交通安全推進協議会の発足
から２年を迎え、更なる高齢者の交通事故防止に
向けた活動の機運を高めることを目的に総決起大
会を開催します。会員以外の一般の方もお気軽に
ご参加ください。

日　　　時 ９月30日（木）午前10時～正午
（開場午前９時30分）

場　　　所 半田市福祉文化会館（雁宿ホール）
対　　　象 半田市、阿久比町、東浦町、南知多

町、美浜町および武豊町の老人クラ
ブ連合会員並びに交通安全に関心の
ある一般の方

内　　　容 「高齢者無事故・無違反１００日間
ラリー」表彰伝達式、活動報告、決
意宣言、愛知県警音楽隊による演奏
（45分間）など

入　場　料 無　料
主　　　催 知多一市五町高齢者交通安全推進協

議会、半田警察署、半田市、阿久比町、
東浦町、南知多町、美浜町、武豊町

問い合わせ 南知多町役場　総務課
q 6 5‐0 7 1 1（内線 2 1 6）
半田警察署交通課
q 2 1‐0 1 1 0

聴覚障がい者に対しての理解と、手話でコミュ
ニケーションを図るための基本的な技術の習得を
目的とする講座です。
今年度は、初となる土曜日開催です。是非この
機会に本格的な手話学習の第一歩を踏み出してみ
ませんか？

日　　時 ９月18日～12月18日
毎週土曜日　全13回（11月13日除く）
午前９時30分～12時30分
（最終日のみ～13時30分）

会　　場 河和港観光総合センター
（美浜町大字河和字北屋敷276）

対　　象 16歳以上で同様の講座の受講経験がな
く８割以上出席できる見込みの方

受 講 料 １,０００円＋テキスト代１,２００円
定　　員　２０名
申し込み ９月１日～９月15日

電話・ＦＡＸ・メールで下記の社会福
祉協議会までお申込みください。

共　　催 社会福祉法人美浜町社会福祉協議会
社会福祉法人南知多町社会福祉協議会

南知多町社会福祉協議会
q 6 5‐2 6 8 7 FAX 6 5‐2 9 1 3
メール　nanchi@tac-net.ne.jp

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ＮＰＯ法人かもめ福祉会では、南知多町・美浜
町の委託事業として、こころの健康や福祉、精神
障がい者などの地域生活支援等に関心を持ち、今
後ボランティア活動をしてみたいと思っている方
を対象にボランティア養成講座を開催します。
精神障がい者のことを知るきっかけづくりとし
て、お気軽にお越しください。

対　　象 南知多町、美浜町にお住まいの方
定　　員 20名（定員になり次第締切）
場　　所 半田保健所美浜保健分室（旧 美浜支所）
（但し、第１回目10月13日（水）のみ、南知多病院研修室）
申し込み ９月30日（木）までにＮＰＯ法人かもめ

福祉会（美浜町河和上前田403）
q 8 2‐5 1 3 7 へ

日　　時（曜） 内　　　　　容 講　　　　　　　師

10月13日(水)
13時30分～15時30分

開講式
「こころの病とは」（講演後、病院内の施設見学） 南知多病院　院長　牧　佐知子　氏

10月20日(水)
13時30分～15時30分

「ボランティアって何だろう？」
「精神保健福祉ボランティアの魅力について」

美浜町社会福祉協議会　　櫻井　悟 氏
日本福祉大学　准教授　青木　聖久 氏

10月28日(木)
13時30分～15時30分

「精神障がい者の姿」
～当事者とスタッフの対談～

地域活動支援センター　ワークルームか
もめ　利用者さんと職員

10/29(金)～11/9(火)（土日祝日を除く）
＊上記日程のうち一日

精神障がい者施設の見学体験
体験施設　ワークルームかもめ ワークルームかもめ　職員

11月10日(水)
13時30分～15時30分

「精神保健福祉ボランティア活動を通して」
閉講式

精神保健福祉ボランティア あんだんて 代表 山本　侑江 氏
ボランティアグループ すなめり 代表 坂井　忠夫 氏

会　場：半田保健所美浜保健分室　２階大会議室（但し、第１回目10月13日（水）のみ、南知多病院研修室）

ありがとう
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問
い
合
わ
せ

保
健
介
護
課
高
齢
者
介
護
係

（
内
線
５
４
０
〜
５
４
２
）

長
年
に
わ
た
り
、
社
会
に
尽
く
し

て
こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
い
、
長
寿

を
お
祝
い
す
る
た
め
左
記
に
よ
り
敬

老
ま
つ
り
・
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。

敬
老
者
に
は
、
招
待
状
を
お
送
り

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
た
く

さ
ん
の
方
の
ご
出
席
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ご
家
族
の
方
や
友
達
も
ぜ

ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
越
し
く

だ
さ
い
。

内
海
・
豊
浜
・
師
崎

地

区

合

同

敬

老

ま

つ

り

９
月
26
日（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜

町
総
合
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

（
一
般
の
方
は
、２
階
席
に
て
ご
観
覧
く
だ
さ
い
）

日
間
賀
島
地
区

敬

老

会

９
月
７
日（
火
）
午
前
９
時
〜

日

間

賀

小

学

校

体

育

館

篠

島

地

区

敬

老

会

地
　
　
　
区

９
月
14
日（
火
）
午
前
９
時
〜

篠
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

開
催
日
時
お
よ
び
場
所

※
　
な
お
、
台
風
等
の
接
近
に
よ
り
中
止
の
場
合
は
、
午
前
７
時
30
分
ま
で
に

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ま
た
は
オ
フ
ト
ー
ク
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ヤングメタボ予防健診は、自分の生活習慣を見直
し、若い世代からのメタボリックシンドローム予防
を行うことを目的として右記の日程で行います。
健診を希望される方は、右記の健診実施日に直接
会場までお越しください。

［対象者］
昭和46年４月１日から平成７年３月31日生まれの
方。
学校や職場等で健診を受ける機会のない方で、加
入する医療保険に関係なく、どなたでも健診を受け
ることが出来ます。
なお、メタボリックシンドロームの予備群となり
やすい30歳代（昭和46年４月１日～昭和55年３月31
日生まれ）の方へは、個別通知させていただきます。

[検査項目]
問診・身体計測（身長・体重・腹囲）・血圧・血
液検査・尿検査

［自己負担金］
１，０００円
※通常 4 , 6 5 0円のところ、1 , 0 0 0円で実施します。

［日程］

40～64歳の方を対象とする「特定健診」と同時に実
施します。

月　日 受付時間 場　　所 結果説明会

９月６日
（月）

14：00～
16：00

17：30～
19：30 篠 島 開 発

総合センター

９月７日
（火）

10：00～

11：15

日間賀小学校

体 育 館

９月27日
（月）

14：00～
16：00

17：30～
19：30

10月12日（火）

篠 島 開 発

総合センター

９月28日
（火）

10：00～

11：15

11月２日（火）

日 間 賀 島

公 民 館

メタボリックシンドロームは、予防が大切です！�

自分の健康状態・生活習慣を見直すためにも、年に�

１度は健診を受けましょう。�

cccccccccccccccccccc

ccccccccccccccccccccccc

問い合わせ
保 健 介 護 課
（内線５１３）

平成 22 年度　ヤングメタボ予防健診のお知らせ
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15 H22.９.１

休日急病当番医
●受付時間　午前９時～正午
●急病以外の診療、往診は
できません。
●都合により変更になる
場合もあります。

９・10月の
当 番 日 当　　　番　　　医 診療科目 電話番号
９月５日(日)

12日(日)
19日(日)
20日(月)
23日(木)
26日(日)

10月３日(日)
10日(日)
11日(月)

知多厚生病院（担当医：榊原医院） 内科・小児科 82 -039 5
（医）共生会 南知多病院（豊丘） 内科 65 -111 1
大岩医院（内海） 内科 62 -013 8
知多厚生病院（担当医：辻医院） 内科・小児科 82 -039 5
知多厚生病院（担当医：上床医院） 内科・小児科 82 -039 5
（医）浜田整形外科・内科クリニック（古布） 整形外科・内科 82 -551 1
（医）大岩医院（豊浜） 内科・小児科 65 -018 4
知多厚生病院（担当医：榊原医院） 内科・小児科 82 -039 5
岩田医院（内海） 内科・小児科 62 -014 3

マタニティセミナー (後期)
日　時 ９月16日（木）

午前10時～12時30分
場　所 保健センター
内　容 おっぱいの話、お産について、マタニティ

ビクス、妊娠中の栄養について（調理実習）
持ち物 母子健康手帳、エプロン、動きやすい服装
※事前に保健センターまで予約をしてください。

健康なんでも相談
血圧測定や健診の結果についての説明、子どもの
相談など、あかちゃんから大人までの健康に関する
相談日です。
お気軽にご利用ください。
日　時 ９月14日（火）

午前９時30分～10時30分
場　所 保健センター

q 6 5－ 0 7 1 1（内線 5 1 1～ 5 1 4）
※予約制で申し込みが必要になりますので、保健センターまで申し込みください。

申し込み

豊　浜

区　分

検 診 名

料 金

対 象 年 齢

定 員

検診受付時間

保健センター
１０月２６日（火）

１１月１７日（水）

１０月 ５ 日（火）

１０月２７日（水）

1 , 0 0 0 円

２０歳以上

６０名

９：00～10：00

1 , 3 0 0 円 5 0 0 円

４０歳以上 ２０歳以上

６０名 ５６０名

９：00～11：20
13：00～14：20

容器等は、各がん
検診受付時間内に
回収します。 ●

定員になりまし
たので受付は
終了しました。

子 宮 頸 が ん 乳 が ん 大 腸 が ん 申込締切日

但し、定員に
なり次第締め
切らせていた
だきます。

●生活保護費受給者の方は無料です。検診を受けられる際にお申し付けください。
●加入する医療保険の種類に関係なく、南知多町に住所を有する方が対象となります。

パーキンソン患者・家族教室のご案内
愛知県半田保健所では、パーキンソン病で療養さ
れている患者さんがこころ豊かに充実した在宅療養
ができるよう、患者さんとご家族を対象にした教室
を開催します。この機会にぜひご参加ください。
と　　　き ９月28日（火）

午後２時から４時まで
と　こ　ろ 愛知県半田保健所　４階大会議室

（半田市出口町１丁目45番地４）
内　　　容 講　話「パーキンソン病と上手に

つきあうために
～病気の心への影響～」

国立長寿医療研究センター
神経内科医師　　　　新畑　豊　氏

申 し 込 み ９月21日（火）までに健康支援課地域保
健グループまで

問い合わせ 健康支援課　地域保健グループ
q 0 5 6 9 - 2 1 - 3 3 4 1
FAX 0 5 6 9 - 2 4 - 7 1 4 2

情報　保健センター q 65-0711
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No.270

歯周病の原因は、歯と歯ぐき
のすき間（歯周ポケット）で増
殖する「歯周病菌」です。
この歯周病菌が毒素を出すこ
とで歯ぐきに炎症を引き起こし、
やがて歯を支えている骨を溶か
すのです。
歯周病は、生活習慣の乱れな
どによっても進行します。

糖尿病との関係
糖尿病の人は、歯周病になりやすく症状が進
みやすいなど、悪影響を与え合うことが指摘さ
れています。（次回10月号で詳しく掲載します。）
呼吸器疾患の危険性
歯周病菌は、誤嚥性肺炎の原因菌のひとつに
なっています。
妊婦への影響
歯周病にかかっている人では、「早産」や「低
体重児出産」の危険性が高くなります。

歯周病は、口腔内だけでなく、全身の
健康にも影響が・・・、

歯周病は「歯肉炎・歯周炎」の総称で、歯の
周りの歯ぐきや、歯を支える骨などが破壊され
る病気です。症状が進行すると、歯ぐきの腫れ
や出血が起こり、やがては歯を支えている骨
（歯槽骨）が破壊されてぐらつき、歯を失って
しまいます。

歯周病を知ろう !!

歯を失う大きな原因　歯周病

歯周病の原因とは？

１．毎日の正しいブラッシングで、歯と歯ぐき
のすき間を清潔な状態にしておく。

２．毎日の食事から無理なく予防
する。
①糖分の多い食べ物をとりすぎ
ない。
②カルシウムの多い食品をとる。
③30回を目安によくかむ。
３．喫煙を控える。
４．ストレスを避け、休養とり、
運動を積極的にしましょう。

歯周病予防のためのセルフケア

歯周病を放っておくと・・

22.09.1-812-CTP  10.8.24 5:00 PM  ページ 16



17 H22.９.１

日　　　程 ９月21日（火） 10月５日（火）

時　　　間 1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 3 0 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

場　　　所 篠島開発総合センター 日間賀島公民館

事 故 予 防
コ ー ナ ー
受 付 時 間

１回目　 1 3 : 3 0
２回目　 1 4 : 0 0
３回目　 1 4 : 3 0

１回目　 1 0 : 0 0
２回目　 1 0 : 3 0
３回目　 1 1 : 0 0

10月９日（土）

1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

南知多町保健センター

１回目　 1 0 : 0 0
２回目　 1 0 : 3 0
３回目　 1 1 : 0 0

・「出産、育児…楽しみだけど、少し不安だな」と感じている妊婦さん、生後１歳までのお子さんを

もつご家族の方！

・「育児に参加しよう！」と思うお父さん、ご家族の方！

★教室の日程

★参加できる方
・妊娠中のお母さん、お父さん、ご家族の方

・生後１歳までのお子さんを持つ保護者の方

★教室の内容

おじいちゃん、
おばあちゃん
大歓迎

★申し込み方法は？
教室の前日までに、保健センターにお電話で申し込みください。

南 知 多 町 保 健 セ ン タ ー　　q ６５－０７１１

３．子どもの事故予防コーナー

赤ちゃんは、なんでも口に入れます。
消防士さんから、誤って異物を飲み込ん
でしまったときの対処法や、子どもの救
急法を実際に体験し学びましょう！

４．妊婦体験コーナー

お腹に赤ちゃんがいる生活はとても
体に負担がかかります。お父さんも妊
婦気分を味わいませんか？きっとお母
さんにやさしくなれるはず！

２．タバコの害コーナー

赤ちゃん・人間にとってたばこの煙は天敵！
南知多町は、愛知県の中でも、妊婦さんの喫煙
率、成人期・高齢期の喫煙率が高い町です。タ
バコについて家庭で考えてみるきっかけにしま
せんか？

※お好きなコーナーが終了次第、
各自自由解散となります。

１．沐浴体験コーナー

妊娠中のお母さん・お父さん、ご
家族の方にお勧め！赤ちゃんのお風
呂の入れ方が実際に体験できます。

５．ほっとひといきコーナー（計測もできるよ！）

お母さんの日ごろの悩み解消・お父さんの「イクメン」
になるための情報交換の場所にご活用ください。赤ちゃん
の計測もできます。

情報　保健センター q 65-0711
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町
政
に
関
す
る
ご
意
見
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
へ

q

６
５
‐
０
７
１
１
（
代
表
）

Ｆ
Ａ
Ｘ

６

５

‐

０

６

９

４

メ
ー
ル

m
inam

ichita@
tow
n.m
inam

ichita.lg.jp

職
種

日
間
賀
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

①
事
務
員

窓
口
事
務
（
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
公
民
館
用
務
）

②
用
務
員

文
書
配
達
業
務
（
原
付
バ
イ
ク
と
自

動
車
の
運
転
必
要
）、
公
民
館
を
含

む
施
設
清
掃
等
の
管
理
業
務
、
窓
口

受
付
事
務
の
補
助
業
務

雇
用
期
間
・
募
集
人
員

平
成
22
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
６
か
月
間

①
事
務
員
　
３
人

②
用
務
員
　
１
人

勤
務
場
所

役
場
日
間
賀
島
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

勤
務
時
間

①
事
務
員

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
等
を
除
く
平

日
の
週
３
日
ま
た
は
４
日
の
勤
務
で
、

午
前
８
時
45
分
か
ら
午
後
４
時
15
分

ま
で
（
こ
の
う
ち
実
働
６
時
間
30
分
）

②
用
務
員

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
等
を
除
く
毎

日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
（
こ
の
う
ち
実
働
７
時
間

45
分
）

賃
金

①
事
務
員

時
給
７
９
０
円
（
年
次
休
暇
制
度
あ

り
）

②
用
務
員

月
額
１
２
５，

４
０
０
円
（
年
次
休

暇
制
度
あ
り
）

受
付
期
間

９
月
１
日（
水
）か
ら
９
月
15
日（
水
）

ま
で

問
い
合
わ
せ

応
募
方
法
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、

総
務
課
総
務
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
私

立
高
校
生
の
保
護
者
や
勤
労
生
徒
の

負
担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、

授
業
料
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
補
助
対
象
と
な
る
方
は
期

間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
対
象
に
な
る
生
徒

①
私
立
高
等
学
校
（
通
信
制
は
除
く
）

に
10
月
１
日
現
在
在
籍
し
、
保
護
者

が
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
。（
所
得

の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

②
私
立
高
等
学
校
（
定
時
制
）
に
10

月
１
日
現
在
在
籍
す
る
勤
労
生
徒
で

町
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

補
助
金
額

対
象
生
徒
一
人
に
つ
き
年
一
万
円
以

内申
請
期
間

10
月
１
日（
金
）〜
10
月
29
日（
金
）

申
請
書
類
提
出
先

学
校
教
育
課

※
申
請
用
紙
は
、
学
校
教
育
課
に
あ

り
ま
す
。

高
校
進
学
の
疑
問
や
不
安
を
解
消

す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
皆
さ
ん
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時
・
会
場

・
９
月
19
日（
日
）午
後
２
時
〜

美
浜
町
総
合
体
育
館

・
10
月
２
日（
土
）午
後
６
時
〜

武
豊
町
ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

・
12
月
４
日（
土
）午
後
４
時
〜

南
知
多
町
総
合
体
育
館

※
ご
都
合
の
良
い
地
域
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
該
当
の
町
以
外
で
も
ご
参

加
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。）

主
催

私
学
を
よ
く
す
る
愛
知
父
母

懇
談
会
武
豊
知
多
南
部
ブ
ロ
ッ
ク

問
い
合
わ
せ

教
員
代
表
　
日
本
福
祉
大
学
付
属
高

校
　
宮
本
　
純

q
０
５
６
９
‐
８
７
‐
２
３
１
１

自
衛
隊
は
、
平
成
22
年
度
の
自
衛

官
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
防
衛
大
学
校
学
生

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

９
月
６
日
〜
10
月
１
日

試
験
日

１
次
11
月
６
・
７
日
、
２

次
12
月
14
日
〜
18
日

●
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

９
月
６
日
〜
10
月
１
日

試
験
日

１
次
10
月
30
・
31
日
、
２

次
12
月
８
日
〜
10
日

●
看
護
学
生

高
卒
（
見
込
含
）
24
歳
未
満
の
者

受
付
期
間

９
月
６
日
〜
10
月
１
日

試
験
日

１
次
10
月
23
日
、
２
次
11

月
20
・
21
日

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
半
田
地

域
事
務
所
　

半
田
市
星
崎
町
３
丁
目
22
の
８

q
０
５
６
９
‐
２
１
‐
０
０
０
４

【
第
４
回
】

試
験
日

10
月
10
日（
日
）

試
験
の
種
類

乙
種
全
類
・
丙
種

【
第
５
回
】

試
験
日

10
月
31
日（
日
）

試
験
の
種
類

乙
種
第
４
類
・
丙
種

【
第
４
回
・
第
５
回
共
通
】

試
験
地

名
古
屋
市
内

願
書
受
付
期
間

９
月
６
日（
月
）か

ら
９
月
15
日（
水
）ま
で

そ
の
他

試
験
に
関
す
る
予
備
講
習

会
は
、
９
月
22
日（
水
）常
滑
市
鬼
崎

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

※
願
書
お
よ
び
案
内
書
は
予
防
課
に

あ
り
ま
す
の
で
、お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

18H22.９.１

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま

す総
務
課

(

内
線
２
１
２)

私
立
高
等
学
校
授
業
料

補
助
の
お
知
ら
せ

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
４)

平
成
22
年
度

第
４
回
・
第
５
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す

知
多
南
部
消
防
本
部
予
防
課

q
６
４
‐
０
１
２
１
（
直
通
）

自

衛

官

募

集

自
衛
隊
半
田
地
域
事
務
所

q
２
１-

０
０
０
４

２
０
１
０
年
度

私
立
高
校
進
学
説
明
会

学
校
教
育
課

(

内
線
３
２
４)
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Information 役場q65-0711

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ゆ

め
じ
ろ
う
・
わ
っ
ぱ
る
で
は
、
障
が

い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
方
の
地
域

生
活
に
関
す
る
様
々
な
問
題
解
決
の

お
手
伝
い
を
す
る
巡
回
相
談
を
行
い

ま
す
。

生
活
で
お
困
り
の
こ
と
や
、
不
安

に
感
じ
て
い
る
こ
と
、
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
障
が
い
の
種
別
や

問
題
の
大
き
さ
に
関
わ
り
な
く
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
じ
っ
く
り
お
話
を

う
か
が
う
中
で
、
あ
な
た
ら
し
く
地

域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
た
め
の
手
立

て
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
は
無
料
で
す
。
ま
た
秘
密
は
必

ず
守
り
ま
す
。

日
時
　
９
月
14
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

会
場

役
場
１
階
第
一
会
議
室

※
巡
回
相
談
日
に
ご
都
合
の
つ
か
な

い
方
は
、
個
別
の
相
談
も
可
能
で
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

内
容

障
が
い
の
あ
る
本
人
、
家
族
、

関
係
者
か
ら
の
相
談

予
約

事
前
に
お
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

南
知
多
町
以
外
で
も
実
施
し
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
役
場
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

知
多
南
部
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ゆ
め
じ
ろ
う
　
q
７
２
‐
６
４
６
４

メ
ー
ル:soudan@

dune.ocn.ne.jp

わ
っ
ぱ
る
　
q
７
３
‐
３
２
０
１

メ
ー
ル:soudan-co@w

appa-no-kai.jp

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

知
的
障
害
を
有
す
る
方
を
対
象
と

す
る
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
す
る
科

機
械
科
、
縫
製
科
、

木
工
科
、
陶
磁
器
科
、
紙
器
製
造
科

定
員

各
科
20
名

＊
募
集
人
員
は
定
員
と
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

訓
練
期
間

１
年

対
象
者

義
務
教
育
を
修
了
ま
た
は

平
成
23
年
３
月
修
了
見
込
み
の
知
的

障
害
の
あ
る
者
で
、
自
己
の
身
辺
処

理
が
可
能
で
、
訓
練
に
支
障
と
な
る

著
し
い
問
題
行
動
の
な
い
方
。

申
し
込
み

入
校
願
書
、
療
育
手
帳

の
写
し
（
取
得
し
て
い
な
い
場
合
は

判
定
所
の
写
し
）、
健
康
診
断
書
等

を
居
住
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安

定
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

平
成
22
年
10
月
１
日
〜

平
成
23
年
３
月
18
日
ま
で

た
だ
し
、
入
校
確
定
者
が
応
募
人
員

に
達
し
た
時
は
、
募
集
期
間
中
で
あ

っ
て
も
締
め
切
り
ま
す
。

試
験
日

11
月
９
日（
火
）以
降

適
性
試
験
・
面
接
試
験

費
用

無
料
。
公
共
職
業
安
定
所
か

ら
職
業
訓
練
の
受
講
指
示
を
受
け
て

入
校
し
た
場
合
は
、
訓
練
期
間
中
、

訓
練
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他

訓
練
生
は
全
員
寮
生
活
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

春
日
台
職
業
訓
練
校
　
募
集
係
へ

春
日
井
市
神
屋
町
７
１
３
‐
８

q
０
５
６
８
‐
８
８
‐
０
８
１
１

（
内
線
２
７
２
２
・
２
７
２
３
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
６
８
‐
８
８
‐
０
９
４
８

農
業
者
年
金
は
平
成
14
年
に
多
く

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
制
度
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。
農
業
者
の
方
は
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

①
積
立
方
式
の
年
金

従
来
ま
で
の
現
役
世
代
が
受
給
世

代
を
支
え
る
方
式
で
は
な
く
、
自
分

が
掛
け
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を

将
来
年
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

②
加
入
、
脱
退
が
自
由
に

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

歳
未
満
の
人
な
ら
誰
で
も
加
入
で
き
、

脱
退
や
再
加
入
も
自
由
で
す
。
ま
た
、

加
入
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
自
分
が
支

払
っ
た
保
険
料
は
将
来
年
金
と
し
て

受
け
取
れ
ま
す
。

③
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
終
身
年
金

年
金
は
一
生
涯
受
給
で
き
ま
す
が
、

も
し
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳
前
に

亡
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で

に
受
け
取
る
は
ず
の
年
金
を
遺
族
が

一
時
金
と
し
て
受
け
取
れ
ま
す
。

④
税
制
面
で
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

保
険
料
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民

税
の
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

南
知
多
町
農
業
委
員
会
事
務
局
（
役

場
農
業
水
産
課
内
）
ま
た
は
、

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
知
多
ふ
れ
あ
い
業
務
課

q
６
５
‐
３
０
０
１

知
多
南
部
衛
生
組
合
で
は
、
次
の

要
領
で
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
内
容
・
募
集
人
員

計
量
業
務
作
業
員
　
２
名

勤
務
条
件

①
勤
務
時
間
等
　
平
日
概
ね
７
・
５

時
間
　
土
曜
日
４
時
間
　
隔
日
勤
務

②
賃
金
　
１
時
間
当
り
千
二
百
八
十

円

③
雇
用
期
間
　
平
成
22
年
11
月
１
日

〜
平
成
23
年
３
月
31
日

受
付
期
間

９
月
15
日（
水
）〜
９
月
27
日（
月
）

（
土
日
祝
を
除
く
）午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分

応
募
資
格

・
美
浜
町
・
南
知
多
町
に
在
住
し
、

平
成
22
年
４
月
１
日
で
満
66
歳
程
度

ま
で
の
健
康
な
方
。

・
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
方
。

提
出
書
類

自
筆
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

面
接
試
験

10
月
上
旬

そ
の
他

詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
先

知
多
南
部
衛
生
組
合
　
総
務
課

q
６
２
‐
０
４
０
２

お
詫
び
と
訂
正

広
報
８
月
１
・
15
日
合
併
号
18
ペ

ー
ジ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
お
詫

び
し
ま
す
。

第
７
回
南
知
多
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

●
２
部
女
子

（
誤
）
優
勝
　
天
木
・
磯
部
ペ
ア

２
位
　
住
田
・
榎
本
ペ
ア

（
正
）
優
勝
　
住
田
・
榎
本
ペ
ア

２
位
　
天
木
・
磯
部
ペ
ア

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族

の
巡
回
相
談
の
ご
案
内

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

19 H22.９.１

知
多
南
部
衛
生
組
合

臨
時
職
員
募
集

知
多
南
部
衛
生
組
合
q
６
２
‐
０
４
０
２

愛
知
県
春
日
台
職
業
訓
練
校

の
平
成
23
年
度
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

福
祉
課

(

内
線
１
２
２)

農
業
者
年
金
に

加
入
し
ま
せ
ん
か

農
業
水
産
課

(

内
線
２
５
３)
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20H22.９.１

広
報

◆
発
行
／
南
知
多
町
　
T
E
L
6
5
-0
7
1
1

F
A
X
6
5
-0
6
9
4
編
集
／
総
務
部
企
画
情
報
課

〒
4
7
0
-3
4
9
5
愛
知
県
知
多
郡
南
知
多
町
大
字
豊
浜
字
貝
ケ
坪
1
8

再生紙を使用しています 町のホームページ http://www.town.minamichita.lg.jp/

9
.１

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

平
成
2
2
年
　
№
８
１
２

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

豊 浜
師 崎
篠 島
日間賀島

計

男 女 計 世帯数
内 海

区分
地区

人口と世帯数(住民基本台帳) 平成22年７月末現在

( )内は対前月比

2 ,798 人 2,935 人 5 ,733 人 2 ,048世帯

2 ,811 人 3,028 人 5 ,839 人 2 ,007世帯

2 ,482 人 2,584 人 5 ,066 人 1 ,760世帯

931 人 943 人 1 ,874 人 611世帯

1 ,069 人 1,121 人 2 ,190 人 648世帯

10 ,091 人
（－6）

10,611 人
（－6）

20 ,702 人
（－12）

7 ,074世帯
（＋3）

町内の火災・救急・交通事故(22年７月)

▲
　
▲
　
　
▲
▲
▲

火災・救急
火災件数 2件 ( 10件)〈 ＋3件〉
うち建物 1件 ( 5件)〈 ＋3件〉
救急件数 99件 ( 538件)〈 ＋47件〉
うち急病 55件 ( 357件)〈 ＋32件〉
交通事故
件　　数 10件 ( 44件)〈 ＋8件〉
死　　者 0名 ( 1名)〈 ±0名〉
重軽傷者 10名 ( 52名)〈 ＋8名〉

※( )内は今年の累計
〈 〉内は前年同期との比較

町税の休日収納窓口を開設します
開　設　日　９月12日　日曜日

開 設 時 間　午前９時～正午

開 設 場 所　役場本庁１階　税務課窓口

問い合わせ　税務課徴収係
q65－0711 内線143・144

９ 月 の 納 税
◆固 定 資 産 税………第 ３ 期 分
◆国民健康保険税………第 ３ 期 分
◆納　 期 限………９月30日(木)
口座振替制度ご利用の方は、指定された金融機関の口座から
引き落としいたしますので預金残高の確認をお願いします。

「この社会あなたの税が生きている」

防災訓練 豊浜（初神 20:00）
水1

木2
家庭粗大ごみ収集・大井 (大井漁港埋立地） 7:00～11:00

金3
防災訓練 豊浜（東部 8:00）

土4
豊浜（中洲 8:00・半月 9:00・中村 9:00・鳥居 8:30・小佐 19:40）

防災訓練
豊丘（山田 9:00・乙方 9:10）、片名 8:00、師崎 8:30日5

献血 (篠島SC） 14:00～19:30

特定健診・ヤングメタボ予防健診
(篠島SC）14:00～16:00・17:30～19:30月6

敬老会・日間賀島 (日間賀小体育館） 9:00～

特定健診・ヤングメタボ予防健診
(篠島SC） 10:00～11:15火7

水8

木9
家庭粗大ごみ収集・日間賀島 (日間賀島SC横) 8:00～9:00

金10

土11
消防操法大会 (町総合体育館) 8:30～

町税休日収納窓口 (役場税務課) 9:00～12:00日12

月13
家庭粗大ごみ収集・篠島 (篠島SC前) 7:00～8:15

敬老会・篠島 (篠島SC） 9:00～

健康なんでも相談 (保健センター) 9:30～10:30

障がい者巡回相談 (役場) 13:30～16:00

心配ごと相談・豊浜 (町公民館) 14:00～16:00

火14

年金相談 (役場) 10:00～16:00水15

木16

金17

土18

日19
ミニテニス大会 (町総合体育館) 8:30～

敬老の日月20

火21

水22
秋分の日木23

成年後見巡回相談 (役場) 13:30～16:30
金24

土25
敬老まつり・内海・豊浜・師崎

(町総合体育館） 13:30～日26
特定健診・ヤングメタボ予防健診

(日間賀小体育館）14:00～16:00・17:30～19:30月27
特定健診・ヤングメタボ予防健診

(日間賀小体育館） 10:00～11:15
心配ごと相談・内海 (町公民館内海分館) 14:00～16:00火28

水29

木30
篠島SC：篠島サービスセンター、日間賀島SC：日間賀島サービスセンター

秋の交通安全県民運動
９月21日～30日

重点

● 高齢者を交通事故から守ろう

● すべての座席でシートベルトと
チャイルドシートを正しく着用
しよう

● 飲酒運転を根絶しよう

● 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転
車乗車中の交通事故をなくそう
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